
 

 

日時：平成２６年２月１０日（月）14:00～16:30 

場所：須崎市総合保健福祉センター ２階会議室１・２ 

 

１ 議事等 

 

（１）地域アクションプランについて 

  １）高幡地域アクションプランの進捗状況等について 

・３四上半期の総括及び分野別の重点的な動きについて説明    

 

  ２）平成26年度高幡地域アクションプラン（案）について 

   ・追加5件、削除1件、修正8件を含む地域アクションプラン（案）について 

    説明 

   ・案について了承された 

 

 （２）産業振興計画の改定等について 

１）第2期産業振興計画（Ver.3）の改定のポイントについて説明 

２）平成26年度移住促進策のバージョンアップについて説明 

３）平成26年度観光振興部の取組について説明    

 

【意見交換】 

＜高幡地域アクションプランの進捗状況等について＞ 

 ・スラリーアイスを使った高鮮度の鮮魚の販売については、今年秋に加工場が完成す

る予定で、新たなビジネスモデルとなれるよう漁協を含めて取り組んでいる。 

 

 ・海洋堂ホビー館は、夏ぐらいから客足が少し伸び悩んでいるが、県道打井川線のバ

イパス工事が完成すると大型バスが入れるようになり、団体旅行の受入等が可能と

なりもう一段飛躍した観光客数が見込めるのではないかと思っている。 

＜平成26年度高幡地域アクションプラン（案）について＞ 

 ・JAくろしおでは、27園芸年度終了までに市場販売額100億円以上を達成できるよう、

生産部会、JAが一緒になって取り組んでいる。26園芸年度の前半は、25年度の約3

億円プラスで進捗しており、できれば26園芸年度に100億円以上を達成したい。 

 

・JA 津野山では、原木シイタケ１億円産業復活を目指しているが、風評被害等で干し

シイタケの価格が非常に低迷しているが、新規参入農家等も徐々に増えてきている

ので、今が正念場である。 

 

・観光関連では、観光⇒交流⇒滞在⇒移住・定住というふうに繋げて行きたい。移住

を進めるためには、中山間では農業だけでは食べていけないので、林業も含めた仕

事のプランづくりと、そのサポート体制を地域の中で作っていくことが大切である。 

 

・林業では、住宅の駆け込み需要で昨年夏以降原木及び製品価格が高騰しているが、

山で働く人が少ないため、原木を出せない状況。農林漁業の事業体だけでは、新た

に働きたい人の技術指導や研修の受け皿になるのは厳しいため、支援してほしい。 
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＜産業振興計画の改定等について＞ 

 ・お試し住宅はほとんど切れ目なく利用されており、移住を進める上で非常にいい良

い制度。情報発信では、I ターンした方の仕事や暮らしが見えるように充実させて

ほしい。四万十川流域の農家民宿（すみずみツーリズム）は外国人が増えてる。カ

ナダでは四万十川をサイクリングで巡るという本も出版されており、ヨーロッバで

もなじみが深い施設なので、もっと宣伝してはどうか。 

  →Ｉターンの方への情報発信は重要なことと考えている。「高知家で暮らす」という

県のホームページで、移住された方のインタビューを掲載し、またメールで発信

している。インタビューの件数を増やし、高知県に来てどういう姿になるか具体

的にイメージしてもらうことで、本県への移住につながるものと思っている。 

  →観光のほうでサイクリングについてもスポーツ振興の一環で進めている。また農

家民宿も体験型観光と併せて情報発信に努めているが、どこまで県外の方に行き

届いているか最終確認は難しいところである。県内の宿泊施設は限られているこ

とから、農家民宿に取り組んでいかなければならないと考えている。 

 

 ・クラインガルテンは来年5年目を迎え、11組が卒業するため家探しが課題となって

いる。ふるさと納税の制度を活用して高知県の特産品をもっとPRしてはどうか。地

元で頑張っている若い人たちにスポットをあてて、いろんな業種の方とつながりが

できるようネットワーク化をすすめてはどうか。 

  →家の問題は非常に重要であることから、今回のバージョンアップのポイントで支

援策を強化した。家の確保に向けて取り組んでいくので、今後ともご協力をお願

いしたい。 

 

 ・須崎市における教育旅行誘致は、着々と進んでいる。「うつぼ祭り」は、青年会議所

と商工会議所青年部が一緒になって立ち上げ、若い団体の人材育成に繋がる素晴ら

しい取り組み。人気のある鍋焼きラーメンに来ているお客さんを対象にどこからき

て、どこへ行くのかアンケートし、総合的な観光事業の共同化を図ってはどうか。 

 

 ・高知県は移動費用が高く、空港から観光地へのアクセス、利便性も課題である。ま

た、人口減で国内の観光産業は右肩下がりなので、海外の旺盛な観光需要を取り込

むため、近隣のハブ空港である韓国のインチョンから直行便を飛ばしてはどうか。 

 

 

●お問い合わせ先 

高知県産業振興推進部計画推進課（地域担当） 

  電 話 ０８８－８２３－９３３４ 

  ＦＡＸ ０８８－８２３－９２５５ 

  メール 120801@ken.pref.kochi.lg.jp 


